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安全で抗菌性に優れた新規オリゴ糖誘導体
—防腐効果のある化粧品原料の開発—
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Abstract
It is important to inhibit the growth of microorganism in order to prevent quality deterioration of cosmetics. However, 

preservatives existing in cosmetic formulations such as parabens have a negative image. Materials with preservative effect 
have been recently used in place of the preservatives but still they have many points to be improved. Therefore, we studied a 
hexylamino-modified β-cyclodextrin derivative (a citrate salt) as a novel cosmetic material that was highly safe with preser-
vative efficacy.
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1. 緒 言

細菌の増殖は化粧品の劣化や品質の悪化などを引き起
こす。日本で販売する化粧品には，防腐剤として使用で
きる成分が化粧品基準で定められており，その中でも，
製剤への配合のしやすさと広い抗菌スペクトラムをもつ
パラベン類は，長きにわたり汎用されてきた。しかし，
パラベン類には皮膚刺激を感じたり，安全性にネガティ
ブなイメージを持っている消費者がいるため，パラベン
フリーや防腐剤フリーといったカテゴリーの製品が市場
に投入されている。防腐剤フリーを謳う化粧品には，化
粧品基準で定められている防腐剤以外の物質で防腐効果
のある原料を代替として配合するのが一般的であるが，
肌に違和感を覚える人がいたり，化粧品のさまざまな製
剤の中で十分な防腐効果を発揮しないものも多く，原料
によっては臭いがあるなど，いまだ理想的な代替原料の
実用化には至っていない。そこで，すでに化粧品や食品
などに配合されているオリゴ糖シクロデキストリンを骨

格として分子設計し，防腐効果を持たせることで安全性
が高く市場ニーズに応える化粧品原料を開発すべく研究
を実施した。著者らが手本にしたのは天然の抗菌ペプチ
ドである。その構造中に，複数個のカチオン性アミノ基
と疎水性アルキル基を持ち，これらが協同的に相互作用
して細菌膜をかく乱，障害して強い抗菌性を現す。その
構造を単純化して細菌膜に作用する官能基をアルキルア
ミノ基に定め，クリックケミストリーを利用してシクロ
デキストリンに導入した。種々のアルキルアミノ基を持
つ誘導体を合成して調べたところ，7個のヘキシルアミ
ノ基を持つβシクロデキストリン（ヘキシルアミノ化シ
クロデキストリン：HAβCyD）が特に優れた抗菌性を示
すことを見いだした（Fig. 1）1）。ここでは，この優れた抗
菌性を化粧品用防腐剤として活用できるかを研究した。

2. 方 法
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